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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成24年4月12日(2012.4.12)

【公表番号】特表2007-532737(P2007-532737A)
【公表日】平成19年11月15日(2007.11.15)
【年通号数】公開・登録公報2007-044
【出願番号】特願2007-507769(P2007-507769)
【国際特許分類】
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【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｄ 201/00    　　　　
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【誤訳訂正書】
【提出日】平成24年2月10日(2012.2.10)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１０重量％から３０重量％のバインダーと、１０μｍ以下の大きさ及び／または表面粗
さの粒子を含有する少なくとも一種類の２重量％から３０重量％の充填剤と、２重量％か
ら１５重量％の光触媒作用を果たす活性剤とを含む建築物の正面および他の表面の塗装用
の塗装材料であって、
　バインダーは光触媒作用を果たす活性剤の光触媒作用によって少なくとも部分的に化学
分解することが可能で、光触媒作用による分解はDIN EN ISO 4628-6のチョーキングレベ
ル１に等しいか又はそのチョーキングレベル１未満であって、（均分円の方向及びこれに
垂直な方向の試料による）EN ISO 2810に従って外部風化試験を行ったとすれば、塗装材
料によって形成される外側塗装の層の厚さが、１年間に０．１μｍ以上光触媒作用によっ
て減少することによってミクロ構造の自己清浄化表面が作られることを特徴とする塗装材
料。
【請求項２】
　充填剤は、１μｍ以下の大きさ及び／または表面粗さの粒子を含有することを特徴とす
る請求項１記載の塗装材料。
【請求項３】
　塗装材料によって形成される外側塗装の層の厚さが、１年間に１μｍ以上光触媒作用に
よって減少することを特徴とする請求項１または２記載の塗装材料。
【請求項４】
　バインダーは少なくとも部分的に光触媒作用によって化学分解され、触媒作用を果たす
活性剤は少なくとも一種類の光触媒作用を果たす金属酸化物を含有することを特徴とする
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請求項１ないし３のいずれか１項に記載の塗装材料。
【請求項５】
　バインダーは、ポリマー分散水、水の中に再分散することができるポリマー分散物、疎
水性樹脂及び／または予備樹脂製品またはナノコンポジットであることを特徴とする請求
項１ないし４のいずれか１項に記載の塗装材料。
【請求項６】
　バインダーは、シリコーンまたはケイ酸塩を含有することを特徴とする請求項１ないし
５のいずれか１項に記載の塗装材料。
【請求項７】
　触媒作用を果たす活性剤は、触媒作用を果たす活性剤の全重量に対して６０重量％以上
のチタン、亜鉛、鉄、マンガン、モリブデン及び／またはタングステンの酸化物を含有す
ることを特徴とする請求項１ないし６のいずれか１項に記載の塗装材料。
【請求項８】
　触媒作用を果たす活性剤は、触媒作用を果たす活性剤の全重量に対して９０重量％以上
のチタン、亜鉛、鉄、マンガン、モリブデン及び／またはタングステンの酸化物を含有す
ることを特徴とする請求項７記載の塗装材料。
【請求項９】
　触媒作用を果たす活性剤は、触媒作用を果たす活性剤の全重量に対して１重量％超であ
る、Ｃ、Ｎ、Ｓ及び／またはＰｔ、Ｒｈ、Ｍｎ、Ｃｒ、Ｒｕ、Ｎｉ、Ｐｄ、Ｆｅ、Ｃｏ、
Ｉｒ、Ｃｕ、Ｍｏ、Ｚｒ、Ｒｅ、ＡｇおよびＡｕからなるグループから選択される元素の
酸化物及び／またはハロゲン化物である少なくとも一種類の添加剤、特に、イオンを含有
することを特徴とする請求項１ないし８のいずれか１項に記載の塗装材料。
【請求項１０】
　触媒作用を果たす活性剤は、触媒作用を果たす活性剤の全重量に対して４０重量％以下
の添加剤を含有することを特徴とする請求項９記載の塗装材料。
【請求項１１】
　光触媒作用を果たす活性剤は、二酸化チタン、特に、アモルファス形態、部分的に結晶
形態またはアナタース形である、Ｃ、Ｎ及び／またはＳを伴うＴｉＯ2からなることを特
徴とする請求項１ないし１０のいずれか１項に記載の塗装材料。
【請求項１２】
　充填剤は、高分散性のシリカの形態のナノ粒子を含有することを特徴とする請求項１な
いし１１のいずれか１項に記載の塗装材料。
【請求項１３】
　高分散性のシリカの形態のナノ粒子の充填剤は、シリカゲルであることを特徴とする請
求項１２記載の塗装材料。
【請求項１４】
　少なくとも一種類の充填剤は、１０μｍ以下の平均粒径である単峰性の粒径分布を示す
ことを特徴とする請求項１ないし１３のいずれか１項に記載の塗装材料。
【請求項１５】
　少なくとも一種類の充填剤は、１μｍ以下の平均粒径である単峰性の粒径分布を示すこ
とを特徴とする請求項１４記載の塗装材料。
【請求項１６】
　塗料材料は、臨界未満の配合組成であることを特徴とする請求項１ないし１５のいずれ
か１項に記載の塗装材料。
【請求項１７】
　塗料材料は、顔料及び／または市場で入手可能な添加剤を含有することを特徴とする請
求項１ないし１６のいずれか１項に記載の塗装材料。
【請求項１８】
　充填剤が、１μｍ以下の平均粒径を有し、０．０１重量％から０．１重量％の顔料分散
剤と、０．１重量％から１重量％の増粘剤と、５重量％から３０重量％の他の充填剤と、
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１０重量％から２０重量％の顔料と、２重量％から８重量％の疎水化剤と、４重量％まで
の溶剤と、０．８重量％までの保存料及び／または３５重量％までの水とを含有する請求
項１ないし１７のいずれか１項に記載の塗装材料。
【請求項１９】
　他の充填剤が、微細な石英であることを特徴とする請求項１８記載の塗装材料。
【請求項２０】
　建築物の正面及び／または他の部分の塗装用としての請求項１ないし１９のいずれか１
項に記載の塗装材料の使用。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３２】
　従って、本発明による層は、含有される充填剤が高分散性のシリカのようなナノ粒子を
少なくとも部分的に含むことに特徴がある臨界未満または臨界の配合組成で調製される。
当業者であれば、臨界または臨界未満の配合組成とは、顔料、充填剤および間隙が、それ
ぞれバインダーによって完全に囲まれる配合組成であると理解することができる。
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